
達成状況
現況

③ 薬剤

薬剤の服用時間、用量、中止指示などは
医師からの指示に基づいて行われるが、
指示コメント入力自体が医師の負担にな
り、指示受をする看護師も、医師の指示が
ないと動けない状況であった

薬剤師による代行入力の実施 医師の指示に基づき薬剤師が処方の変更を
代行入力することにより、医師の負担軽減に
なり、看護師の指示受けもスムーズに実施さ
れる。

継続 薬剤

③ ー

連続当直による医師への負担の回避 勤務上、連続当直を行わない勤務体制
の実施

医師の夜間・休日の宿日直（当直）業務は週
１回を超えない様に当直表を作成・確認する。
また、医師のオンコール体制により専門分野
の診療科医師に援助をしてもらうことによりか
かる負担を軽減する。

継続 医局

③ ー

主治医の負担の軽減 複数主治医制の実施 これまで実施してきたチーム医療を土台にし
て、複数の医師によるチームの編成を推進し
複数主治医制に移行しやすい環境を検討す
る。複数医師の確の出来ない診療科は他科
医師との連携を図り、業務負担を軽減する。
医師のオンコール体制により専門分野の診
療科医師に補助してもらうことにより、かかる
負担を軽減する。

継続 医局

③ 管理課

育児・介護休業法による措置を活用した
短時間正規雇用が利用が浸透していない

制度の周知 採用時オリエンテーション等で、既存制度の
説明を行うとともに、周知を実施して利用者の
拡大を図る。

継続 管理課

③ 看護部 初診時の予診に係る負担軽減 外来看護師による問診の実施
初診時の予診について、問診票等の記載を
患者を補助し外来看護師が実施する。

継続 看護部

③ 検査科 鼻腔・咽頭拭い液等の検査医採取
臨床検査技師による検体採取作業の実
施。

新型コロナウイルス感染症検査の鼻腔ｌ咽頭
拭い液の検査医採取を臨床検査技師が実
施。

継続 検査科

③ 看護部 入院の説明の実施 病院全体での実施

外来において入院が決定した患者（家族）に、
看護師から入院の説明を実施している。病院
全体での入院前の患者説明について引き続
き実施予定。

継続 看護部

③ ー 検査手順の説明の実施 看護部をはじめとるす医療職。
看護師が実施。実施職種の拡大等も踏まえ
て引き続き検討。

継続 検査科
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③ 薬剤部 服薬指導 薬剤師が実施

全病棟に担当薬剤師を配置
①薬学的管理
（投与量、投与方法、相互作用、重複投与、
配合変化などの確認）
（持参薬の確認とその中止や継続に関する安
全管理）
（副作用モニタリング、処方提案）
②患者服薬指導
（ハイリスク薬・麻薬など医薬品の投与前後の
拡充）
③医薬品州情報収集
（医薬品の安全性情報などの収集・周知）
（医薬品に関する相談応需）などを実施

継続 薬剤部

③ 検査

生検または手術による摘出標本の切り出
し業務は、準備、写真撮影、記録、細切標
本の管理、再固定や脱灰等、工程や業務
量が多く、病理医のみで実施するには負
担が大きい。

臨床検査技師による、切り出し業務介助
病理医が摘出標本の検索や肉眼的所見を得
ることに集中できるよう、病理検査担当臨床
検査技師が業務介助を行う。

新規 検査科

③ 検査 病理解剖の病理医負担軽減 臨床検査技師による病理解剖業務介助
病理解剖の準備、写真撮影、医師の指示の
下に行う臓器固定やご遺体の清拭、後片付
けを行う。

新規 検査科

① 薬剤
バンコマイシン点滴静注の処方・検査オー
ダー入力の負担軽減

薬剤師による代行入力の実施

医師と協議のもと、投与量と血中濃度測定日
を決定し、代行入力で注射処方と検査オー
ダーを入力する。採決タイミングについて、指
示コメントを代行入力する。

新規 薬剤部



達成状況
現況

③ 委託業者

手術看護師が中材業務も兼ねているため、年々
増加する手術件数に応じて超過勤務時間が増加
している。

中材業務が委託業者により実施することがで
き、手術室看護師は手術看護に専念すること
ができる。

中材業務が委託業者により実施することがで
きる。仕様書・マニュアルの作成、業務の見
直しなど計画に沿って実施する。 継続

看護

③ ー 静脈採血等の実施 検査技師による静脈採血等の実施
採血室で臨床検査技師による外来での
検体採血を毎日実施。

継続 検査科
① 委託業者

検査業務と並行して患者受付業務を行わなけれ
ばならず業務効率の悪化及び過重労働になって
いる。

患者受付業務を委託業者により実施すること
により検査技師はは検査業務に専念すること
ができる。

受付業務を業務委託することにより検査業務
の効率化及び業務の見直し等を実施する。 新規 検査科

① 派遣業者

時間外・夜間において人数が手薄になるため、看
護業務が煩雑になってしまう。

時間外、夜間に派遣の看護補助者を設置す
ることにより看護スタッフの負担軽減を図る。

外来の人数が減少する１６：００以降、病棟に
おいては１７：００～２３：００に看護補助者を
設置することにより電話対応、書類整理、清
拭等の看護師の業務負担の軽減が期待され
る。

新規
看護
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